
土浦市

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

こどもの絆サロン
サロン運営団体 アール医療福祉専門学校

◦障害を持つ児童のお母さんが集まれる場がありませ
ん。特に、車イスやバギーで気軽に入れる飲食店も
少ない状況です。

◦養育者や兄弟が自宅に引き込まらないよう、安心し
て出かける場所を作りたかった。
◦現在年間３回の開催しているが、受診や体調不良で
来られない場合もあるので、開催回数を増やしてい
きたい。
◦将来的に、地域住民との関わりを持てるよう運営を
工夫していきたい。
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開催日及び開催頻度

年３回（３・８月と任意の１回　木曜日）
10：00～14：00

開 催 拠 点 アール医療福祉専門学校

代 表 者 氏 名 戸谷　聰子

１回の参加人数 40名（親子）

参 加 費
（１人１回あたり）

０円

広 報 方 法 ◦ＳＮＳ（随時）
◦広報誌（土浦市：年３回）
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開催地域の様子

サロンに取り組む動機・サロンの将来像
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◦土浦市療育支援センター ◦運営団体（アール医療福祉専門学校）からの補助

◦土浦市社会福祉協議会

◦相談支援専門員

◦特別支援学校

◦就労支援事業所

◦障害児とその兄弟の遊びの場になっている。

◦福祉用具等のデモを経験できる。

◦お母さんの情報交換の場になっている。

◦助成金によって、広報活動の取組みを強化でき、今
まで学校に集まっての活動だったが、外での研修活
動を実施することができました。今後の活動内容を
広げるきっかけとなりました。

◦令和２年８月から、３か月に１回程度Zoomを利用
して開催を継続しています。

サロンのウリ連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ

コロナ禍でのサロン活動について
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